
第
２
０
３
回
【
南
シ
ニ
ア
＆
レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ
会
】
コ
ン
ペ
開
催
の
ご
案
内

▼
期
日
＊
９
月
17
日
（
木)

▼
受
付
時
間
＊
午
前
６
時
50
分
～
７
時
10
分

▼
ス
タ
ー
ト
時
間
＊
午
前
７
時
42
分
▼
場
所
＊
城
島
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
（0

94
2-
62-

52
50

）

▼
参
加
締
切
日
＊
９
月
10
日
（
木
）
▼
申
込
先=

池
田
正
人
（
21-

２
１
４
６
）
携
帯0

80-
39
05
-38

11

▼
参
加
資
格
＊
男
性
60
歳
以
上
☆
女
性
18
歳
以
上

広報 み な み広報 み な み

南 校 区
まちづくり
協 議 会

広 報 部

南 校 区
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ内
電話 33-4537

55-3777
fax 33-4537

南 校 区
人 口

男性 7,849

女性 8,950

総数 16,799

世帯数7,340

2年8月1日現在

１ 火そば打ち体験講座(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ） 防災の日

２水

３木

４金

５土チャレンジ子供土曜塾(英語教室)(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

６日

７月

８火成人部会（南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

９水 救急の日

10 木民児協定例会・家庭学級(陶芸）(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

11 金環衛連定例会議・青色防犯パトロール隊定例会議(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

12 土チャレンジ子供土曜塾(英語教室)(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

13 日

14 月

15 火そば打ち体験講座・社協定例会(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

16 水

17 木広報部会定例会(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

18 金共同募金委員会(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

19 土

20 日

21 月敬老の日 秋の全国交通安全運動（9月21日～9月30日）

22 火秋分の日

23 水常任理事会(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

24 木見守り隊会議(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

25 金

26 土南小学校運動会

27 日

28 月

29 火献血委員会・文化部会(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

30 水まつり役員会(南校区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ)

９ 月 の 行 事 予 定 表

そ
ば
打
ち
体
験
講
座
開
催

チ
ャ
レ
ン
ジ
子
ど
も
土
曜
塾

開
催
の
ご
案
内

[

絵
手
紙
教
室]

日
時

10
月
３
日
（
土
）

10
月
17
日
（
土
）

10
月
24
日
（
土
）

11
月
７
日
（
土
）

（
全
４
回
）

時
間

午
前
10
時
～午

前
11
時
30
分

場
所

セ
ン
タ
ー
家
事
室

携
行
品

絵
の
具
・
タ
オ
ル
・
水

筒
※
欠
席
の
時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
参
加
募
集
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防

の
た

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
入
館
時
に
は

体
温
の

記
入
を
し
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
で
検
温

さ
れ
メ
モ
を
子

ど
も
さ
ん
に
持
た
せ
て

く
だ
さ

い
。※

施
設
利
用
に
お
い
て
人
数
制
限
を

し

て
お
り
ま
す
の
で
保
護
者

の
方
の
教
室

へ
の
入
室
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

令和２年9月1日(火)発行令和２年9月1日(火)発行

☆
南
校
区
防
災
士
募
集
！

７
月
の
集
中
豪
雨
、
８
月
の
猛
暑
と

私
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
以
前

よ
り
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
南

校
区
と
し
て
も
自
然
災
害
に
備
え
た
防

災
組
織
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防

災
士
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

防
災
に
関
心
の
あ
る
方
は
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【

防

災

士

養

成

事

業

】

☆
内
容

校
区
全
体
に
お
け
る
防
災
活

動
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
携
わ

り
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を

図
る
。

☆
研
修

令
和
３
年
２
月
13
日
（
土
）

令
和
３
年
２
月
14
日
（
日
）

９
時
～
17
時

☆
場
所

三
潴
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
三
潴
町
玉
満
２
９
４
９
の
１
）

☆
対
象
者

２
日
間
の
研
修
を
受
講
し
、

そ
の
後
地
域
の
自
主
防
災
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
方

☆
費
用

久
留
米
市
負
担

（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

☆
申
込
み

８
月
31
日
（
月
）
～

11
月
27
日
（
金
）

※
校
区
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

募
集
要
項
は
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
募
集
に
つ
い

て
は
す
で
に
締
切
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

８
月
号
で
防
災
士
の
研
修
日
程
に
間
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
14
日
（
日
）

は
令
和
３
年
２
月
14
日
（
日
）
と
な
り
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

※
防
災
士

校
区
全
体
を
対
象
に
校
区
防
災
計
画

や
避
難
状
況
の
確
認
を
行
う
。

※
防
災
リ
ー
ダ
ー

自
治
会
長
を
補
佐
し
て
自
治
会
住
民

へ
の
防
災
活
動
を
行
う
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
南
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
33
）
４
５
３
７

７
月
か
ら
９
月
ま
で
月
２
回
開
催
さ

れ
て
い
る
そ
ば
打
ち
体
験
講
座
は
、
参

加
者
女
性
４
名
、
男
性
３
名
の
合
計
７

名
で
、
南
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

調
理
室
で
熱
の
こ
も
っ
た
そ
ば
打
ち
体

験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

指
導
者
は
佐
賀
県
在
住
の
そ
ば
打
ち

道
場
開
設
者
の
方
で
校
区
の
そ
ば
打
ち

体
験
講
座
で
は
そ
ば
粉
８
割
と
小
麦
粉

２
割
を
使
っ
て
そ
ば
を
打
ち
、
ざ
る
そ

ば
に
し
て
参
加
者
ス
タ
ッ
フ
の
み
ん
な

で
試
食
す
る
内
容
で
す
。

参
加
者
の
方
は
、
そ
ば
打
ち
は
な
か

な
か
力
が
い
っ
て
大
変
、
め
ん
の
大
き

さ
を
そ
ろ
え
て
切
る
の
も
難
し
い
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
苦
労
し
て
打
っ

た
そ
ば
の
味
は
ま
た
格
別
で
し
た
。



｢

コ
ロ
ナ
禍
に
、
頑
張
る
子
ど
も
達｣

私
達
は
、
南
校
区
桃
太
郎
太
鼓
で

す
。
結
成
13
年
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
４
月
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、

ツ
ツ
ジ
祭
り
、
夏
祭
り
等
々
、
数
多

く
の
催
し
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

11
月
の
久
留
米
市
主
催
の
子
供
太

鼓
共
演
会
で
は
２
年
連
続
で
金
賞
を

受
賞
、
『
３
年
連
続
を
！
』
と
張
り

切
っ
て
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
為
、
行
事
は
全
て
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

特
に｢

非
常
事
態
宣
言｣

に
よ
り
、

体
育
館
等
、
施
設
も
使
用
出
来
な
い

状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
６
月
中
頃

か
ら
学
校
施
設
も
使
用
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
暑
い
体
育
館
で
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
す
勢

い
で
練
習
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

桃
太
郎
太
鼓
OG
２
人
の
指
導
の
下
、

高
校
生
か
ら
幼
児
ま
で
、
仲
良
く
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
状
況

の
為｢

メ
ン
バ
ー
大
募
集
中｣

で
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
練
習
風
景
等
を
投
稿
し
て
い
ま

す
。見

て
頂
け
る
と
光
栄
で
す
。

｢

南
校
区
桃
太
郎
太
鼓｣

で
検
索
し
て

下
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
子
は
誰
で
も
大
歓
迎

で
す
。
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
！

大
学
生
と
社
会
人
の
先
輩
が
指
導

し
て
い
ま
す
。

初
め
は
み
ん
な
初
心
者
で
す
。

先
輩
た
ち
が
や
さ
し
く
教
え
る
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

★
練
習
日

毎
週
金
曜
日

★
時

間

19
時
～
20
時

★
場

所

特
別
支
援
学
校
体
育
館

★
会

費

月
額

１
，
０
０
０
円

※

土
、
日
は
イ
ベ
ン
ト
出
演
あ
り

★
連
絡
先

南
校
区
桃
太
郎
太
鼓

古
賀
会
長

電
話
０
９
４
２
（
32
）
６
９
８
４

広報 み な み広報 み な み

『
久
留
米
市
西
町
は
な
ぜ
西
町
か
？
』

西
町
に
生
ま
れ
育
っ
て
70
有
余
年
地

図
を
見
る
た
び
に
こ
の
地
区
が
何
故
、

西
町
な
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
た
の
で

今
回
、
広
報
み
な
み
広
報
委
員
と
な
り

《
広
報
マ
ン
が
行
く
》
の
記
事
担
当
と

な
り
資
料
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

ズ
バ
リ
西
町
誕
生
は
大
正
14
年<

一

九
二
五>

久
留
米
市
と
の
編
入
に
寄
り

生
ま
れ
ま
し
た
。

合
併
以
前
は
旧
三
潴
郡
大
字
西
久
留
米

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
同
時
に
三
井
郡
大
字
東
久
留
米

は
東
町
と
成
っ
て
久
留
米
市
に
編
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
全
国
で
行
わ
れ
た
大
合

併
で
人
口
30
万
６
千
人
余
り
の
筑
後
地

方
最
大
の
地
方
中
核
都
市
と
成
っ
た
久

留
米
は
も
と
も
と
ど
の
地
区
が
久
留
米

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
？

西
久
留
米
は
？

東
久
留
米
は
？

久
留
米
の
文
字
が
書
類
に
出
て
く
る

の
は建

武
三<

一
三
三
六>

く
る
め
か
た

貞
和
三<

一
三
四
七>

久
留
米
入
道

が
最
初
で
あ
る
由
、

こ
の
地
域
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
の

が<

久
留
米
方>

で
、

ま
た
、
代
表
す
る
僧
侶
が<

久
留
米

入
道>

、
そ
の
拠
点
施
設
が<

久
留
米
坊>

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
当
時
は
高
良
大
社<

高
良
垂

玉
宮>

の
勢
力
下
に
あ
り
、
統
治
、
行

政
等
を
行
う
の
に
、
高
良
山
の
山
の
上

で
は
昇
り
、
下
り
が
大
変
だ
と
、
坊

<

役
所>

を
設
け
た
の
が
、
久
留
米
と
呼

ば
れ
て
い
た
地
域
だ
っ
た
の
で
す
。

池
町
川
の
源
流
部<

西
鉄
久
留
米>

付
近

か
ら
現
在
の
西
鉄
花
畑
を
含
み
、
池
町

川
沿
い
に
細
長
く
久
留
米
城
ま
で
伸
び

た
地
域
が
も
と
も
と
久
留
米
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
池
町
川
の
北
側
を
東
久
留

米
、
池
町
川
の
南
側
を
西
久
留
米
と
分

け
て
称
す
る
よ
う
に
為
っ
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
久
留
米
を
田
中

忠
政
が
治
世
し
て
い
た
元
和
年
間
に

『
三
潴
郡
諸
村
御
物
成
石
高
帳
』
に
西

久
留
米
村
の
物
成
石
高
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
時
期
に
近
世
村
落
と
し
て

の
西
久
留
米
村
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
特
に
明
治
時
代
に
な
る

と
三
潴
郡
、
三
井
郡
、
御
井
郡
、
三
潴

県
等
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
大
正
14

年
に
西
町
が
成
立
、
そ
の
後
も
編
入
、

移
管
が
あ
り
、
西
町
の
信
号
交
差
点
が

南
町
と
の
境
、
西
町
の
南
端
と
な
り
ま

し
た
。

面
積
的
に
も
随
分
と
縮
小
さ
れ
ま
し

た
が
こ
の
後
も
、
離
合
集
散
、
変
遷
を

経
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
？

文
教
に
暮
ら
し
に
、
そ
し
て
何
よ
り
風

水
害
の
危
険
が
少
な
く
、
緑
多
き
地
区

と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

西
町
自
治
会

小
川

惠
資

広
報
マ
ン
が
行
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、

MARS

やSARS
と
比
べ
て
と
て
も
厄
介
な

病
気
で
す
ね
。
感
染
し
て
も
、
そ
の
多

く
が
無
症
状
で
通
常
の
生
活
を
お
く
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
感
染
者
が
、

無
自
覚
に
街
中
を
歩
き
ま
わ
る
の
で
す

か
ら
、
感
染
拡
大
は
防
ぎ
に
く
い
で
す

ね
。ま

た
、
い
っ
た
ん
発
症
し
て
入
院
し

た
患
者
の
う
ち
、
約
７
％
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
諸
外
国
に

比
べ
れ
ば
た
い
へ
ん
低
い
致
死
率
で
す

が
、
そ
れ
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比

較
す
る
と
恐
い
数
字
で
し
ょ
う
。

政
府
や
各
自
治
体
の
対
応
は
様
々
で

す
が
、
第
２
波
が
来
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
各
個
人
の
行
動
に
し

か
、
防
御
の
道
は
な
い
で
し
ょ
う
。
自

分
が
無
症
状
感
染
者
で
あ
る
と
想
定
し

て
、
毎
日
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
行
動
が
、
他
人
を

感
染
者
に
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
え
ば
、
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
孫
が
テ
レ
ビ
の
宣
伝
を
見
る

た
び
に
、
博
多
リ
バ
レ
イ
ン
の
ア
ン
パ

ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
き
た
い
と

せ
が
み
ま
す
。
今
年
い
っ
ぱ
い
は
連
れ

て
行
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
言

い
ふ
く
め
る
の
が
た
い
へ
ん
で
す
。

西
町
東
自
治
会

城
戸
幸
博

ぶ

や

き

つ

９
月
女
性
学
級
中
止
の
お
知
ら
せ

９
月
３
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら

南
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
「
避
難
所
作
り
は
女

性
の
視
点
で
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
座

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
状
況
下
で
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
対
策
上
、
今
回
の
開
催

は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

学
級
生
の
皆
様
、
ご
了
承
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
学
級

大
西

恭
子

南
校
区
桃
太
郎
太
鼓

新
入
部
員
募
集
中
！
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大
正
初
期
久
留
米
市
及
付
近
側
図

大
正
９
年
久
留
米
市
街
図
１
/
７
０
０
０

子
育
て
サ
ロ
ン
す
み
れ
ち
ゃ
ん

休
止
の
お
知
ら
せ

8
月
号
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
が
、
左
記
の
と
お
り
子
育
て
サ
ロ

ン
す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
休
止
し
て
お
り

ま
す
。

【
休
止
期
間
】

令
和
３
年
３
月
ま
で
休
止

（
令
和
２
年
度
末
ま
で
）

以
上
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会


